
「生団連ニュースレター」は、国民の生活・生命を守るという使命を追求する生団連の
取り組みに関する最新情報を、日頃ご支援いただいている皆様にお伝えしています。
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〔第2回〕新・災害対策委員会 開催

9月28日(金)、〔第２回〕新・災害対策委員会を開催しました。

委員会に先立ち、Office Unite☆Unit代表の浦山寧子様より、「平

成30年7月豪雨」についてご自身の経験をもとに、発災時のSNS

での情報収集・発信と災害支援についてご講演いただきました。

議事では、検討を進めている物資支援システム『生団連サプラ

イ』について事務局より説明し、その前段階としての生団連会員

間の情報共有の場（Facebookページ）の立上げについて決議いた

しました。今後も新・災害対策委員会を中心に『生団連災害情報

ネットワーク』の取り組みを進めてまいります。

（当日の議事詳細は11月発行の会報誌Vol.26に掲載予定）

特定非営利活動法人ピースウィンズ・

ジャパンの徳様(写真左)、竹中様(右)

より「平成30年7月豪雨」に対する支

援活動についてご報告いただきました

一般社団法人Smart Survival Project

（SSPJ）の矢崎様、高本様は、それ

ぞれ北海道、沖縄よりネット経由で委

員会にご参加くださいました

SSPJの川堀様(写真右)には、実際に

「生団連サプライ」のデモ画面を操作

しながら、支援の流れについて、委員

の皆様へ説明いただきました

▲Office Unite☆Unit代表 浦山寧子 様

呉市（広島県）の見どころを発信するため、
オウンドメディア「KUREP」を開設。
WEBサイトやFacebook、Twitterといった
SNSを利用し、現場に入り取材をされなが
ら、リアルタイムで情報発信されています



ニュースレター ※文中の肩書は、実施日当時のものとなります。

【お問合せ先】
国民生活産業・消費者団体連合会 渡邊 ☎：03-6833-0493 ✉：jimu@seidanren.jp

〒108-0075 東京都港区港南2-18-1 JR品川イーストビル8階 URL：http://www.seidanren.jp/

生団連ＨＰ 更新情報！
2018.09.19   【ﾆｭｰｽﾚﾀｰ】Vol.65（「平成30年7月豪雨」と今後の災害対策に向けての取り組み他）を発行いたしました
2018.09.13 「平成30年北海道胆振東部地震」に関する情報について（第２報）
2018.09.12 【ﾒﾃﾞｨｱ掲載】日本経済新聞に小川会長のｲﾝﾀﾋﾞｭｰに基づく記事が掲載されました
2018.09.06 「平成30年北海道胆振東部地震」に関する情報について

9月度定例勉強会
9月18日(火)、憲政記念館にて国際経済研究所と共催で定例勉強会

を開催いたしました。

今回は外交評論家の加瀬 英明先生に『日本は21世紀を生き延びら

れるか』というテーマでご高話をいただきました。米中貿易戦争が繰

り広げられる中、両国の動きに対する歴史的な経緯も含めたご見解、

その上での「日本は幻想に囚われず、現実を踏まえた国へ」とのご意

見など、貴重なお話をいただくことができました。

引き続き会員の皆様のご参加をお待ちしております。

スウェーデン、フィンランドを視察
9月下旬、事務局員3名がスウェーデン、

フィンランドへ出張し、現在取り組んでいる

「財政の見える化」「原発・エネルギー問題」

等について議論と実践が進んでいる北欧の現地

調査を行ってまいりました。

スウェーデンでは、大使館をはじめ財務省、

財政政策委員会といった機関での面談が実現し、

財政再建ならびにその後の財政規律維持のポイ

ント等を知ることができました。また、フィン

ランドでは、核廃棄物処理場等、原発関連施設

を見学。使用済み燃料の最終処分を行っている

Posiva社から詳細の説明をいただきました。そ

して、大使館では山本条太特命全権大使から

直々にお話を伺うこともできました。今回の出

張で得た知見は今後の活動に活かしていきます。

▲在スウェーデン日本大使館にて、スウェーデ
ン全般についてご説明いただくことからスター
トしました(写真左)。また、会員企業である三
菱商事様のストックホルム駐在所にもお邪魔し、
情報交換をさせていただきました(写真右)

▲スウェーデンの財務省では、
予算局の責任者の方と面談。こ
ちらの質問一つ一つに丁寧に回
答くださいました

▲スウェーデンの財政政策委員会
では改めて「財政再建にあたって
は“現状の見える化が不可欠”であ
ること」を認識しました

◀環境に配慮した大規模な都市開発が行われて
いる「ハンマルビー・ショースタッド地区」
最大の特徴は「自然エネルギーと廃棄物利用の
徹底」写真はマンションの外に設置されている
分別ゴミ箱で、処理場に直接つながっています

▲フィンランドの原発関連施設では、地下に潜り、低中レベルの核廃棄物が
実際に埋められている貯蔵庫等を見学しました。また、2020年の稼働を目指
している高レベル核廃棄物最終処分場「オンカロ」については、展示室をご
案内いただき、その壮大なプロジェクトの内容をご説明いただきました

(詳しい内容は 11月発行の会報誌Vol.26に掲載予定)


